


















This study purports to investigate the characteristics and the trends of studies on 
American Home Economics Theories of the 20山 centurドInthis reports 1 analyzed 
the articles that appeared in journals of American Home Economics Association 
published by 2000 from 1909. 
The results are shown below 
1) Home Economics is the science for well-being of individuals and of families. 
2) Home Economics is the science to study interdependent relationship between 
man and his environment. 
3) Home Economics is the science to create value such as improvement， 
















本研究で用いた資料は、1909年創刊から 2000年までに発刊されたJournalof Home 
Economics (jHE)およびJournalof Family and Consumer Sciences (jFCS， 1994年Vol.
86 No.3より名称変更)88年間752冊 と、1972年創刊から 1996年までに発刊された
Home Economics Research Journal (HERJ)および Familyand Consumer Sciences 














家政学を「人聞に近接した物的環境 (man'simmediate physical environment) Jと「社






ミュニティにおける生活状態の改善 (theimprovement of living conditions in the 






(dealing with the problems of right living) Jとし、う表現を用いておりへまた、「合衆国







ての効率 (eficiencythrough the health) Jであった と述べられている。さらにベビア






1920年代に入ると間もなく 、マーラット (AbbyL. Marlat)は、これまでの家政学
の成果とそれに対する個人的な評価について明らかにした。その中で、これまでの家
政学の最も大きな成果は語棄の変化にある ことが説明されたが、そこで本来もっと強




ついて論じられるようになる。 1926年にはロ イド (WilliamA. L!oyd)が家政学エク
ステンションの目的について「未来の市民のより満足のゆく家庭生活のために貢献す




























係わるプレ イルーム ・絵画、図書 ・音楽などが、デモンス 卜レーションされるように
なってきた」と述べたゆ。
こうしたモノからヒトへの転換について、スレルケルド (A.1. Threlkeld)は、家























「社会とマネジメント J4 (1). 
生活の重要な価値を広めることに貢献しなければならないというものである。ワード
CFrank B. Ward)は、家政学教育は、「自尊」という生活の重要な価値を個人が強く
抱くようにしなければならないとし 則、ハッチソン CC.B. Hutchison)は、家政学の









































実と概念を扱う学問」であると し、 「人間福祉 (人間的幸福)Jを軸に「最も重要な価
値観」を扱うとしているが、モノと技術に関心を寄せてきた歴史も忘れてはならない
としている 25)。
























































は、家政学の独白性が学際性にある こと、目的が 「人間のニーズに応え、 家族 ・個人
の幸福を追求するJことにあると いった家政学の福祉志向が明確に打ち出されてい
る。
1967年、モリ ス (MargaletM. Morris)は 「家政学者は何をすべきか」の中で、家
政学者は「生きること、生計をたてること、他人に奉仕する ことに関係しなければな














































る。……我々 は、 他領域の研究者と共に研究しなくてはならない」と述べている 40)























1974年には、 ニューディ レクシ ョンEが発表されるが、その中で、家政学の歴史
的展望について 「領域の性質は発展しているけれども、 その根本的な使命は今日でも
本質的には変っていない」と説明され、いまもレイクプラ シッド会議で定義された家






こう した 「家族」を家政学の中心に据えようとする考えは、1977年のオスタ ーニ



















よる 3つの論文が重要である。 lつめの論文は 1981年の「家政学:定義の復唱」で
ある。そこでは家政学の本質を家庭 ・家族の役割としながら、「細分化・専門化の
ピークは過ぎ、細かい部分を再び組みなおす総論的な理論:ホリスティックな哲学が























「社会とマネジメン トJ4 (1)0 
のが、この時代の第 lの特徴である。
他方、 1980年に出版されたイ ーストの著書『家政学 過去 ・現在 ・未来』の中で
は、レイクブラ シッ ド会議の定義が肯定的に取り上げられ、家政学は、12つの要素
(物的環境と人聞の特性)の関係の学問である」ことが再確認されている。また、 ア






















来開発委員会 (FutureDevelopment Commitee)が開催され、ホームエ コノミク スの
コア ・使命 ・専門職志向、倫理などの重要な諸問題を討議したことに端を発している
と思われる。
これらのほか、 1987年、マイアミ大学家政学 ・消費者科学部のパトラー (Sara
Butler)らによって発表された家政学の問題点に関する実態調査の報告論文 「家政学
の問題点:スペシャ リストと ジェネラ リストの見解」も重要である。彼女らは家政学











をめざすことになる。 1990年、キ リングは、「家政学 設計の探訪の知識」の中で、
過去の家政学の定義を概観し、これまでの著名な家政学原論学者の定義に関わる語句
を整理している。しかしながら、新しい定義についての記述はみられない 56)。一方、





























は、モンゴメリ ー (BetteMontgomery)が「実践に導く意見一家族 ・消費者科学に
おける専門家の発展」の中で、現実社会における知識と実践の関係を問題にしてお





へと、その中心的課題を推移させた。また、こ れらのほか、スミス (SmithM. G.) 



































1910 ①家庭、施設世帯、コミュニティにお the improvement of living conditions in the 
ける生活状態の改善 home， the institutional household and the 
community 
②効率 efficiency 
1920 ①満足ゆく家庭生活、理想的な家庭生 satisfactory home life， ideal home life 
活
1930 ①家族の肉体的(物的)、精神的健康 physical and mental health of family 
②家庭経営能力、消費者教育 home management abilitぉ consumer
education 
③家庭生活の質の向上 improvement of the quality of home life 
1940 ①社会の福祉、社会問題の解決 social welfare， solution of social problem 
②家庭や家族生活の改善 betterment of home and family life 
1950 ①家庭生活の価値の保護 preservation of values in home life 
②個人や家族の福祉、個人や家族の改 well-being of individuals and of families， 
主匡コ主 improvement of individuals and families 
③要求(価値、目標)、選択、評価 needs (values， goal) ， preference， assessment 
1960 ①家族や個人の福祉 w巴ll-beingof families and individuals 
②環境の理解と制御(物的、経済的、 understanding and control of our environment 
社会的、生物学的環境など) (physical， economics， social， biological I 
environment) 
③人間とその周りの環境との両者の相 man， his near environment， interaction 
互作用 between them 
④自己実現 selffullfillment， to realize their potential as 
human being 
1970 ①人間と環境との相互依存的関係、環 interdependent relationship between man 
境と家族との相互関係 andhis environment， interplays between 
the family and the physical environment 
②家族のエコシステム family ecosystem 
③人間発達、人類の利益 man's development， benefit of mankind 
④家族の生命維持組織 life support system for family members 
1980 ①環境の科学、関係の科学 science of the controlled environment 
②家族、個人の生活の改善、社会や家 improving daily life for families and 
族の改善、家庭の改善 individuals，improving society and the 
family， improvement of homes 
③家族、個人の福祉 family and individual well-being 
④家庭の管理 management of home 
⑤ホリスティックな哲学 holistic philosophy 
1990 ①人間生態学 human ecology 
②個人の自己形成の成就 maturing in individual self-formation 
③社会的な目標達成のための批判的参 cooperative participation in the critique and 
加 formulation of social goals 
告個人、家族、コミュニティの強化 empowerment of individual， family and 
commumty 
14 
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